
桑種子の發芽並に子苗の發育に及ぼす

各種化學物質の影響

遠藤保太郞

今村良郷

　　　　（1）緒　　　　言

　種子の磯芽に際しては地温地水、土壊中の察氣等の關係する事は無論であるが、

3く土壌の化學反慮の如何、肥料の種類及び共濃度、刺戟物の存否等に大いに影響せら

れるものである。著暫の一人遽藤は嘗て（大iE六年）佐藤ギ畳IS・衛氏と共に、桑の票重子に

つき盤酸．澁湯、冷水、苛性加堪、酒精等を用ひて褒芽促准試1瞼を1’了ひ、遡當に庭理

したものは遊だ顯著なる効果を示す事を認めたが、其實験の口的は播種前に於て’（；tふ

豫措の爲であつた。

　今回の實験は桑種子の畿芽及び子蕾の生侵に封し，酸、アルカ駅各種の肥料及び

刺戦剤の濃度ぴ）影響を確むる日的を以てし、獲芽試験の外、砂耕法をも試みたが，後

蒋は或事情の爲所期の結果を得る嚇能はざりし故蝕には省き、磯芽試験の減績のみを

報告することSした。

　　　　（2）酸及びアルカリ

　土壌の化學反慮ば無機、有機の諸種の酸及びアルカリに原因し、且っ夫等物質の種

類の相異によりて同反憲の場合と難も植物に及ぼす作用は一様で無いのであるが、今

図の實験に衣つては深く此問題を探究するつもりでは無く、唯硫酸及び苛性曹藩を用

ひて種々の濃度の酸性液及びアルカリ性液を造り，其磯芽促蓬の有無、褒育に及ぼす

影響等を調査したに止まる。

（イ）　fi’dit里1愈正垂こ易u

　』）標準麗　　　　クノツプ氏液を用ふ。

　2）硫酸5cc厩　　クノツプ氏液995ccに規建硫酸液5ccを加へて三立となした

　　　　　　　　　　もの、帥ち硫酸は0・015％に當る。

　3）嗣　10ee廠　　同様、但し規定硫酸液1　U　c：eを加β・、勘1ち硫酸0・03％に當る、、

　tt）同　20Cゼ歴　　上に微ふ，硫酸O・ocs％忙當るu

　り同30CC麗　上に微ふ、硫酸O・09％に當る。
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　　苛性曹達5ee湿　クノツプ氏液995ecに規建苛性曹遽液5acを加へで玉立とな

　　　　　　　　　　しfaもの、邸ち苛性蔚蓮は0・01％に當る。

　6）f司　10ee　1置　　 」二に微ふ、『～コ：・1生曹逮O．02％に∵嵩1る。

　7）　同　　20〔℃ll　a：　　＿卜：に｛妓露、、　r≒『・ヒヒ曹懸塞o・04身Yoに鴬‘fる。

　8）同　30ee慨　　上に微ふ、背性曹逮0・06．％1こ當る。

（ロ）　試瞼方法

　消毒ペトリー皿中に少最の脆脂綿を敷き、吸坂紙を覆ひ、之が適度に潤ふ稻渡に供

試液（約50eのを注ぎ、芥mL｝でつき種子100粒宛を一様に撒布し，蓋を施し、南側

の窓際に置く。

（ハ）　試駒期日

　第一回は昭和二年六月八日に蔚手し、第二回に同十六日に蒲乎した、而して毎口午

後四時頃に嚢芽数の調査を行つた。

（x）　試験誠績

　　　〔第一・圃試瞼】

試瞼腿別

硫　　酸30cc

同　　　20ce

同　　　10cc

同　　　　5ec

襟　　　準

苛性曹蓮5cc

岡　　　　10ue

同　　　　20cc

同　　　　30己c

　　　饗　　　　　　　雰　　　　　　　数
11T二｛　　　　　129　　　　　13日　　　　　14日　　　　　1r＞　r－1　　　　　合言｝

0　　　　　2　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　2

｛｝　　　　　6　　　　　5　　　　　｛，　　　　　0　　　　　11

0　　　　3　　　　1　　　　0　　　　0　　　　4

0　　　　6　　　　1　　　　0　　　　0　　　　7

2　　　　　　　43　　　　　　　27　　　　　　　11　　　　　　　　5　　　　　　，95

3　　　　　　　55　　　　　　　26　　　　　　　　7　　　　　　　　3　　　　　　　q，　4．

589
0　　　　　　　44　　　　　　　38　　　　　　　5　　　　　　　7　　　　　　　93

0　　　　　　　32　　　　　　　43　　　　　　　9　　　　　　ユ1　　　　　　90

不褒芽1数

98

89

96

93

5

6

11

7

10

　〔備考〕　表中肉太文孚に醸準隈に比し覆穿促進な示けこるもの（以下微之）

（ホ）　摘　　要

　上表によれば、標準1蔽に比して焚芽促進をSLIたるは苛ヒ1漕達5ee厩のみである。他

匿は総べて磯芽遅延し、磯芽歩合を減じて屑る。而してアルカリ性の方と酸性の方と

を比較すれば雲泥の覆がある。ア・レ刺性は可なり張くなつても」1ヒ較的審が少v・が，

灘鵬だ儲であ翻剛立のク・ツプ鰍に搬隙を僅にt”・　ec　’」JIIへた鮒畷

謝こは甚だ不良となり、磯芽歩合は標準俄の95％に鋤し急弊直下7％に激減して贋る。
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（へ）　液の化學反憲と害菌の稜生

　以上の實験に於て反鷹を異にせる各颪の闇に起つた一の驚くべき現象は．酸性液を

用ひたものに限つて徽の磯生が非常に多かつ疫事である・

徽獲生の有様を見るに、播種後二三日を経て種子が隊皮殻を開きて將に幼根をS’ii

ばさんとする頃繭綜は既に其附近に現はれ次第に内部に侵入する。而して被害腐死せ

る種子を見れば内部は菌縣を以て充たされ、皮殻の外面ぱ徽の捲子梗を以て覆1まれて

屑る。

　徽の種類は殆ど全部青徽（Penicilliuin　glaucllm）であつたが．稀にAspergillus

lliger　（黒徽）・　Aspergillus　ca・lyptratus，　Alternaria　telluis・Cladof　1）oriuln　he1’1〕al’uln

等も見られた。之等の徽類は何れも種子の表面のみならす廣くペトリ．皿中の吸取続の

」二にもi鑛1つた。

　之に謝してクノツプ液を用ひた糠準匿及びアルカリ牲の各颪に在ては殆ど全く徽の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’磯生を見ない。斯の如く酸性液にのみ移しき徽の獲生電見たのは元來徽類が酸性を好

み恰適なる螢養基を得掩からである。

　即ち之により吾入は播種を行ふに當り、黄圃の土壌反慮にっき如何に注意を要する

かを知る婁が出來る。

　　　【第二回試験］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾

　之は昭和二年六月十六日潜手したもので、試瞼匠別、試瞼方法等は全く第一回試験

と同様であるが、各甚四皿師ち400粒宛の種子を用ひた。次の試瞼成績は興亭均であ

る。

試瞼涯別 20日

　　骸21目

22日

　　　穿

Q3Ll 24同

　　　　激25日　26日 ％27日

合計
不綾芽
T　　％

疵　　酸30cc 1．0 5．75 0．25 1．75 0．5 0　　　0 0 9．25 90．75

同　　　　20cc L75 6．50 125 0．50 0．50 0　　　0 0 10．50一 臼9．50

同　　　　10cc ユ．75 10．50 1．25 0．75 0．25 0　　　0 0 14．30 85．75

同　　　　5ec 3．00 825 1．25 2．00 0．75 O　　　O 0 15．25 s4．75

標　　　　準 工0．25 35．％ 18．00 12．75 825 2．50　1．75 o．75 8勲．50 10．5〔｝

苛性瞥蓮5cc 9．50 3625 17．50 10．50 5．50 3。25　225 ユ．00 85．74 ］4．25

同　　　　10cc 8．25 36．25 18．75 10．75
覧

5．50 2．25　2．25 L25 85．25 ］4．75

同　　　　20ce 3．75 24．50 18．75
　　　　h

P6．00 9．75 7．（10　5．00 2．50 81．25 1S55

同　　　　30c
｛〕 7．25 10．50 10．75 10．75 8．50　7．00 4．25 59．00 4ユ．00

摘　要

亀
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上表によれば・第一回試瞼と同様に酸性asに於ては凡べて磯芽極めて不良・働る。

自llち硫酸5　ec匠ですら磯芽歩合が一割五分鯨に過ぎない。加之青徽の稜生烈しく、　b・一一

度獲芽せる種子も後に加害され全部腐敗して了つた。苛性曹達5ee颪は標準涙と大差

はなv・が多少劣り・第一回試験の場合と異り何等嚢芽の促進を見ない．唱1・性翼灘聯。

以上は濃度の高まるに從ひ磯芽愈々逓延し、磯芽歩合も瀟減して贋る。

（f；）硫酸アンモ昌ア　　　　　　　　．　　　’

（イ）　試鹸覆別

　標　　封套　匿　　（フJく道フ弥こを∫『JA、）

　硫安o・01％1臓　　　 ．同　o・05％匝

　同0・1％薩　　 同0・5％匠
　同1・o％匠　　 同5・o％罷　　　．
　同　　10％匿の八礁に分ける。

（ロ）試瞼方法

　前記の酸及びアルカリの場合と同檬にペトリー皿申にて獲芽試験を行った。供試種

子撒は各匝4QO輝で之をユ00粒宛四mLに分けて實瞼し、褒芽歩合は其雫均による。

（ハ）　試験期日

　昭和二年七月六日着手し、同十五日に了る。

（二）　試験成績

標　　　　準

硫安0．01％

　　0．05％

　　0，1

　　0．5，

　　1．0

　　　登　　　　　芽　　　　　数　　　（％）
10日　　　　］L1日　　　　ユ2日　　　　ユ3日　　　　140　　　　15　Fi　　　　合言十

15．7，5　　　30．50　　　20，75　　　　6．75　　　　4，25　　　　1．75　　　85．75

27・00　　　4325　　　14。75　　　　4・50　　　　1．25　　　　　　0　　　se．75

30・25　　　330B　　　15．00　　　　5、75　　　　2．25　　　　1．75　　　85．50

24・00　　　　31・50　　　16．oo　　　　7．50　　　　2．50　　　　0．25　　　81．75

13・25　　　36100　　　15．25　　　10、25　　　　6．00　　　　2．00　　　82．75

0・75　　　11・75　　　18／75　　　15・50　　　12・75　　　　4・70「，　　69．25

　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

不搬芽数
　（％）

14．25

　9．25

工4．50

18．2r）

17．25

30．75

100

100

（ホ〉摘　　要

　上表によれば、標準置に比し穫芽促進を見たるは、O・Oエ％．0・05％、　O・1％，0・5％

の匹嘔で就中最初の二磁は其効果が著しい。而してO・Ol％匠の如きは獲芽数合計に於
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て標礁厩より5％多Nx・s。

　之に反して標準置に比し獲芽不良なるは硫安1％以上の各臓である。5％以上の濃厚

なるものでは全く爽芽不可能である。斯様な場合種子は曙色に攣じて死んだが徽は別

に生じなかつた。

　即ち桑種子の磯芽に封する硫安の濃度は0・5％を以て限界とするのである。併し根

の獲育は更に低濃度を要するもので爲貫Ai面1播種後卜日同の1りt況に見る如く0．5％の

場合には根の仲長極めて劣り、根毛も嚢生しなV・。而して根の喪育は濃度の小なるに

從つて愈娘好となり水道水を用ひた側嘔が最も働゜・01％鵬之1唖ぐ・

（4）智利硝石
（イ）　謬u瞼頂覧兄u

　1）標準置　　水道水を用ふ。

　2）智利硝石　0．OI％慨　　　　　　　3）同　　　0・05％厩

　4）同　　 o．1％匠　　　　　5）同　　o・5％置

　6）同　　　ユ％慨　　　　　7）同　　5％旺
　8）　「司　　　　　　　 10％厩

（ロ）試瞼方法

　前記硫安の場合と全く同様である。供試種子徽は各置100粒宛四駄EI］ち合計400

とし、喪芽歩合は共『三均による。

（ハ）　試験期日

　昭和二年六月二十二日着乎す。磯芽は同二十七日に始まり、七月二日に大騰：経る。

（二）　試瞼成績

試験輝別 27日

焚28日 　　芽Σ9日
　　　　　数30口

．1 日

（％）

@　2日 合計
不遜芽数
@　（％）

標　　　準 34．75 16．50 13．50 8．75 5．OO 3．75 8225 17．75

智利爾石
@　　　　0，01％

5125 18．75 9．75 4．00 3．25 0．75 87．50 12．50

0．05 63・25 17．75 7．00 2．75 1．00 1．00 93．25 6．75

0．1 66・00 14．50 6．00 3．75 L75 1．50 95．50 6．50

0．5 33．00 22．75 14．00 11．25 3．50 2．25 86．75 13．25

1．0 7．00 1925 23．00 16．50 10．00 8．25 81．00 19．00

5．0 0 0 0 0 0 0 0 100

∂　　　10．0 0 0 0 0 0 0 0 100



第一號〕　　　桑種子の獲芽並に子宙の護育に及ぼす歪赫遍化學物質の影響　　　　　　67

（ホ）　摘　　要

　上表によれば、襟準1亜に比して獲芽促進を示したるは智利硝石o・Ol％7う至o．1％旺

であって、0．05％及び0．1％の爾旺は搬芽の第一日同に於に標準匠の約二倍の搬芽歩

合を示して居る。即ち・智利硲石ではO・O・5－－O・1％の濃慶が最も磯芽促進に有効で、そ

れよりも濃度の小なるO・O1％及び濃度の大なるO，5％では効果梢女劣り、更に濃厚な

る工．0％では大いに劣ゆ、5％以上となれば種子は企く搬芽力を失ふのである。

　又試瞼着手後十日以内の獲芽敵合計に於ては0・01％ノ1至α5％が標準匠より優つて

贋り、o．05％及びo．1％爾颪の如き’は標準置に比し一一一一割以上多く獲勢して居る。

　獲芽後の生育歌況は0・5％迄は騨｛隻颪に劣るが0・1％以下の稀薄液は標準匿と同様

若くは多少優良の結果を示した。

　　　　（5）硫酸加里

（イ）　言式驕虻正藪男旺

　標準颪（水道水を月」ふ）。硫酸力哩0、01％、0・05％、0。玉％、0．5％、1％、5％、10％

の各直。

（ロ）試験方法

　前記の踏試験と全く同檬である。

（ハ）　試験期日

　昭和二年七月二十七日1着手。畿芽は同月三十日より始まり、八月囚日に大概絡る。

（二）　試験域績

試験曄別

標　　　準

硫酸加里
　　O．01　％

　　0．05

　　0．1

　　0．5

　　1、0

　　5．0

　　10．0

　　　避　　　　　芽　　　　　数　　（％）
30；］　　31日　　1El　　2日　　31三1　　4　E］　　合霧卜

26．00　　　39．00　　　16．L）5　　　　4．50　　　　2，50　　　　コ．25　　　89．50

42・25　　　29．75　　　　10，ξ｝0　　　　4・25　　　　ユ、70r　　　　1．25　　　9fileo

32SO　　　34，7　or　　　　】5。00　　　　3．25　　　　2．00　　　　1．00　　　88．2，5

40．50　　　29．oo　　　12，2「）　　　　3、75　　　　1．25　　　　0．75　　　87．50

25，00　　　　38．50　　　　工2．75　　　　7．25　　　　3．50　　　　0．50　　　　S7．50

2．50　　　　26．50　　　　25．00　　　　ユ6．00　　　　　8．25　　　　　2．75　　　　80．75

　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

不登謝敬
　（％）

ユ0．50

10。OO

11．75

ユ2．50

12．o「o

ユ9．25

100

100

（ホ）摘　　要

　上表によれば標準磁に比し畿芽促進を見九のは硫酸加璽O．Ol⑪．05及び0．1％の三
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麗で、0．5％以上は爽芽逓延し、δ％以上は全く不穫芽に絡つた。試瞼〆切後の獲芽数

合計は0．01％乃至O・r）％迄何れも標準麗と著しV・差が無い。

　磯芽後の爽育状態はα05％以下が良好で洪れより濃厚のものは有害作用を呈した。

　　　（6）硫．酸　鐵

（イ）　藷℃験匝”u

　標準旺　硫酸鐡0．OOI％　0．005％　0．0ユ％　0．05％　0．1％　0．5％　コ％の各価とす。

（ロ）試瞼方法

　前記の諸試験と全く同様である。

（ノ・）試験期口

　第一一回は昭和二年七月十二1三1着手th第二回は同年七月二十九口蒲乎す。

（＝）試馬鰍績

　　【第一剛

試験騒別

標　準　1藍

硫酸鐵
　　0．001％

　　O、005

　　0．01

　　0．Oo「

　　O、1

　　0．5

　　1．0

　　嚢　　　　芽　　　　数　　（％）　　一　不獲芽数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）ユ5日　　　　　160　　　　　17El　　　　18　iヨ　　　　　191ヨ　　　　　2σ日　　　　　合葺十

15．50　　　48．25　　　19，00　　　　5、00　　　　2．50　　　　0畠50　　　90．75

12．00　　　50、75　　　玉8．oo　　　　6．00　　　　2．75　　　　2．oo　　　91、50

23．90　　　38，25　　　22・Oo　　　　4．5G　　　　2・75　　　　1・50　　　92・0趣

39，00　　　24，50　　　19．50　　　　5。50　　　　1石0　　　　　　0　　　90・eo

55150　　　18．75　　　　5・75　　　　5・oo　　　　2・75　　　　】・50　　　89・25

6300　　　14．oo　　　　8・oo　　　　2・50　　　　0．50　　　　　　0　　　88・00

69，75　　　10．50　　　　7．25　　　　2．50　　　　0。50　　　　　　0　　　90．50

37、75　　　28．00　　　ユ2。oo　　　　5，00　　　　1・25　　　　0．25　　　84．25

9．25

8，50

8．00

10，00

10・75

12．00

9．50

ユ5．75

【第二回】

試瞼1置別 1H
獲2目 　　　芽3B

4口

撒5日 （％）6同

合計
不麟芽数
@　（％）

標　　　　準 16．75 47．00 16．50 3．00 2．50 1．75 87．50 12．50

硫酸鐵
@　　　　0．001％

16．00 45．25 18．50 5．00 2．27 1．25 8825 11．75

0，005 1875 43．50 2225 4．50 3．00 025 92・25 7．75

0．01 10．50 42．25 18．00 7．00 1．00 025 S5．00 15．00

0．05 34100 38．00 13．75 1．75 0．27 0．50 88125 1L75

0．1 37・25 33．75 11．50 4．00 1．00 0．75 88．25 11．75
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0．5

1，0

27・75　　　43・75　　　　11・Oo　　　　3。oo　　　　2．，；e　　　　o，ξ0　　　88150

15．50　　　42．00　　　1725　　　　5．75　　　　コ．26　　　　1．00　　　δ2．50

1L50

17．5（

（ホ）摘　　要

　上記節一回及び第二圃の試験成績に就て見るに、二圓共標準1亘に比し機茅促進を示

したるは0・005％乃至O・S％の各旺である。但し0・Ol％匠は策二回試験に於て標準

嘔より僅かに劣る。

　而して就中優秀なるは0・5％甑で之に亜ぐはα1％匝、O・05％頂の順序である。帥

ち硫酸鐵0．5％の水溶液は桑種子の獲芽に最も有効なる濃度である。

　次に磯芽に有害なる濃度の限界を見るに、ヱ％匠は第一回試験では促進を示したが

第二回試験では反封に逓延した。從つて1％内外㊧濃度が共限界と認めて宜しいであ

らう。

　稀薄溶液の方は0・005％題迄は多少護芽促進の効あ幻、それよりも濃度の小なる

0．001％蔑は二回とも標準置より嚢芽が後れて居る。併し不磯芽数妙く磯芽数合計は標

準匝より多少多い。

獲芽後の磯育歌態は傭鄭岡劉！摂、播種後＋日目の1伏況）O．OOI％　2Qvr　O．O。5％

の爾磁も良好tcて．・．・1％匝憾準圃と耀鰍、・．・5％以上の濃度略颪は何れ

も極めて不良にして、種子は曙色に攣じ僅かに幼根をあらはした儘生長を止め、子葉

を殆ど生じないと云ふ有様である。

　要するに桑種子の磯芽促迩には硫酸鐵のα5％位の水溶液最も有効であるが．根の

畿育に向つてはそれより篭かに稀薄なるO．005％以下のものが適當する事を認める。

　　　　（7）硫酸マンガン

（イ）　誰ミ験正藍班り

　標準匝　（水道水を用ふ）

　硫酸マンガン　O・OO！％O・OO5％0・01％　0・05％　0．1％　0．5％　1．O％の各颪と

す。

（ロ）　試験方法

　ペトリー」皿中にて前記諸試験と同様に獲芽試験を行ふ。

（ハ）　試験期H

　昭和二年七月二十一日着手す。同二十四より磯芽始まり，同二十九Elに試瞼を締切

る。

（二）試瞼威績
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試験1置別

標　　　準
耐1酸マン：ガン

　　0．001％

　　O．005

　　0．01

　　0．05

　　0．1

　　0．5

　　1．0

　　螢　　　　　芽　　　　　数　　（％）　∴
240　　　　2う日　　　　26日　　　　　27「｛　　　　28日　　　　 29日　　　　合冨卜

29．75　　　　27ポ50　　　　18．25　　　　　8．50　　　　　4．OO　　　　　ユ．75　　　　87．75

28．25　　　31，20「　　　17．50　　　　5．50　　　　3．25　　　　1．50　　　87．25

27．25　　　3d．50　　　18，75　　　　S．25　　　　425　　　　ユ，f～与　　　91，75

2925　　　29．50　　　17．50　　　　6．75　　　　4．00　　　　1．75　　　88，75

2S．75　　　　33．50　　　　16，50　　　　　7．7ξ5　　　　3．00　　　　　ユ．50　　　　91｛｝0

34，75　　　28、OO　　　　12600　　　　7・25　　　　2吟50　　　　】・25　　　　90・75

3710e　　　28．25　　　13。00　　　　5・50　　　　2、50　　　　0．75　　　87・00

26。50　　　32．00　　　　17．00　　　　6．「）0　　　　3．75　　　　2．L5　　　　82，50

不蟹芽数
　（％）

1225

12．75

8．25

11，25

9．00

9．25

13．00

17．50

（ホ）摘　　要

　上表によれば標準硬に比し獲芽促進を見たるは0．1％及び0，5％の爾匪である。そ

れより濃度の低い各颪は標準匠と大差無く、磯芽数合計は却つて少しく噛して居る。然

るに濃渡の高い1％慨は標準厩に較べて梢々磯穿の邊延を示し稜芽数合計も少ない。

機芽後の1帳」IJこ態は0．005％颪が最も働、。・1％廠は標準匠に劣り、0・05％以上の

濃度では獲育茜だ不良である。併し硫酸鐡に比較すれば有害作用は少い。

　　　（8）硝　　　　砂

（イ）　試験颪野り

　標準匝（水遭水を用ふ）

棚　砂0．OOI％0．005％0・Ol％0・05％°・1％0・5％1・0％の各1言竃・

（ロ）　試瞼方法

　前記の諸試験に準す。

（ハ）試瞼期日

　昭和二年七月十八日に着乱同二十二日より嚢芽始まる。同二十七日に試験を続切

る。

（二）　試瞼域績

試験甑別

標　　　準

醐砂0，001％

　　0．005

　　登　　・　　芽　　　　　数　　（％）　　．
22凹　　　　23日　　　　24日　　　　25口　　　　26日　　　　27「1　　　　合掃卜

29．25　　　　39，00　　　　12、25　　　　3．00　　　　1●75　　　　0．25　　　　S6．00

30，75　　　3625　　　　13．50　　　　3．50　　　　2、75　　　　1．25　　　　88，00

28．75　　　37．50　　　12．75　　　　3．25　　　　3．75　　　　2．⑪0　　　87．75

不焚芽数
　（％）

14．OO

12．00

12．25



第一號〕　　　　　桑種子の獲芽並に子黄の獲育に及ぼず各種イヒ學物質の影響　　　　　　　71

0．01、

0．05

0．1

0．5

1．0

21．00　　　42喧50　　　13．oo　　　　6。00　　　　3。50　　　　ユ．50　　　87．25

7．00　　　35．25　　　27．75　　　　4．2i）　　　　5．00　　　　，9．50　　　8ユ．ε0

　0　　　11．75　　　3L75　　　　5．00　　　　9．25　　　9．25　　　67．50

　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

12、70

17．50

32．5G

100

工00

（ホ）摘　　要

　上表によれば磯芽促進を見7Cるは0．001％旺のみである、而して共程度は僅小に過

書ない。恐らく磯芽促進最適濃度は更に稀薄のものであらう。

　0・005％嘔青は標準置と殆ど同様であるが、それより濃慶の高まるに從ひナ戎績不良とな

りnO．5％以上は全く嚢芽しない、帥ち之が磯芽不能限界濃度である。

　褒芽後の子苗嚢育の歌態はO．OOI％　pm．は標準廣と大薦無いが根毛の磯建は多少劣る

様である。3ζ0・005％以上の各慨は濃度の高まるに從ひ階段的に磯育不良を示し、根

の獲育悪しく根毛が出來なくなる。術0・05％以上は殊に顯著なる有害作用を見る。

（9）総　　　　括

　（イ）本篇は桑種子の磯芽並に子雷の磯育に及ぼす各種化墨物質（硫酸、苛性曹蓮、
t’

ｰ酸アンモ＝・’ア、響利鞘石，硫酸加璽、硫酸鐵、硫酸マンガン、及び醐砂）の影響に

　就て實験せる所を記述したものである。

（ロ）實験に供したる各種化學物質の濃度は次の如き範園である。

　　　硫酸　 0・0ユ5－0．09％

　　　苛性曹達　　　　　0・01－・0．OC；％

”器灘モニアilにilll

鋸騨ガンill｛三il

（ハ）　今回の實験によりて得たる主要なる成績を表示すれば下の如し。

供試化躯物質

硫　　　　　　酸

瀞　性　曹　漣

機芽促進最適濃度

0．01％以下

獲芽不能濃度 獲育最適濃慶

無

0．0］％以ド
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1｛1㌦罷

1｛1酸讐

0．01％

0．OI．　－0。1％

0．01　一一〇．1％

0．5％

0．1－0。5タ6

0．00コ％以下

5％以上

5％以上

5％以上

O．5％

0．01％以下

0．1％以下

O．05％以下

O．0ρ5％以下

O．005％

0．00】％以下

　（備考）上表中一印に今回の實瞼範圃内に於て決定し得ざりしものであるo

（昌）硫酸は桑種子の磯芽に勤し極めて有害にして0・0］5％の稀簿溶液でさへ焚芽す

るもの頗る僅小に過ぎす，且つ猛烈なる徽の機生によりて種子は全部被害腐死した。

（ホ）硫酸以外の諸物質の稀簿溶液は桑種子の後芽を促進する効がある。

（へ）　焚芽不能濃度は硫安、智利硝石、硫酸加里等の肥料に在りては何れも5％以上

であるが、棚砂の如き刺戟謝は有害作用を呈する濃度低く0・5％以上の溶液は焚芽を

不能ならしめる。

（ト）獲育最適濃度は肥料（硫安i智利爾石，硫酸力哩）に泊三りて1・よ獲芽促進濃慶と

大差無v・が．刺戟齊1（硫酸凱硫酸マンガン）に在りては遜かに低い。

　以上の實験に徴し吾人は桑の播種若くは桑樹栽培に當ウて土擾の反慮を：如何にすべ

きか、肥料を如何なる程度に稀糧して施すべきか，刺戟剤を如何なる割合に施すをイf

勧とするか等の事柄に就て大膿の標準を知ることが出來る。


